
  

 

 

 

平成２６年３月６日 

住友生命保険相互会社 

 

 

 
 
 
 

住友生命保険相互会社（代表取締役社長 佐藤 義雄）は「スミセイアフタースクールプロジェクト」

を開始いたします。このプロジェクトでは、小学生の放課後の生活の場・居場所である全国の学童保

育や放課後子ども教室等（以下、学童保育等）をより楽しく、より子どもたちが成長できる場所とす

ることを目的としています。 

具体的には、①全国の学童保育等での「スミセイアフタースクールプログラム」（多様な市民先生※１

による楽しく学べる出前授業）の開催や②学童保育等運営マニュアルの配布、③遊んで学べるすごろ

くやペーパークラフト類の提供等を行います。実施にあたっては、現在東京都を中心に学童保育等の

運営事業をしており豊富なプログラム実施実績のある特定非営利活動法人放課後ＮＰＯアフタースク

ールへの助成により行います。 

企業による学童保育等運営支援事業の全国展開は国内で初めてとなります※２。 

※１ここでは地域住民が専門性を活かし児童向けにプログラムを行うボランティアのことを指します。※２平成 26年 2月当社調べ 

１．「スミセイアフタースクールプロジェクト」概要 

 

 

全国の学童保育等を対象に「いのち」「健康」「未来」をテーマに市民先生が出前授業を実施します。 

＜平成２６年度プログラム実施予定＞ 

   ・全国の学童保育等を対象に公募を行い、その中から選定した２０施設で実施します。 

（公募開始：平成２６年４月頃 年２回の公募を予定）  

・当選した２０施設の近隣の学童保育等の指導員にも見学頂き、今後指導員自身で企画運営できる

よう、あわせて勉強会・ミーティング等を実施します。 
 

 ◆公開プログラム（デモンストレーション実施）◆ 

日時：平成２６年３月１３日（木） １５時～１６時 

場所：横浜市内の小学校 

内容：手術着着用での子どもたちによる手術体験等 

   （市民先生：菊名記念病院心臓外科部長 尾頭厚氏） 

  ＊こちらのプログラムは《《マスコミ関係者の皆さまの取材可》》 

となっています。詳細は当社広報室までお問合わせください。 
 

 ※上記以外に予定しているプログラム 

  ・「和食」の調理体験 
名店「赤坂とゝや魚新」会長 四分一勝氏 

  ・スラックライン（綱渡り）挑戦 
女子世界ランク１位 福田恭己氏 
 

＜スペシャルプログラム「夢をかなえるプログラム」（同時公募）＞ 

 ・学童保育等に通う子どもの夢をかなえる企画です。 

（例：プロの歌手から歌を習いたい、お花屋さんになってみたい 等） 

＜国内初 全国の学童保育等運営支援事業＞ 

全国の子どもたちの放課後をもっと楽しく 

スミセイアフタースクールプロジェクト開始！ 

 ａ．スミセイアフタースクールプログラム（市民先生による出前授業）の実施 

   

テーマ「いのち」 

テーマ「健康」 

テーマ「未来」 



  

 

 

  

スミセイアフタースクールプログラムに応募頂いた全施設に配布します。 

指導員の方の運営の一助となるように「小学生の成長過程一覧」や「市民先生によるプログラムの企

画運営のコツ」等、運営現場で活用いただけるよう作成したマニュアルです。 

（マニュアル内容（予定）） 

・スミセイアフタースクールプロジェクトとは ・小学生の成長過程一覧 

・市民先生によるプログラム運営参考資料 

：事例、企画運営のコツ、すぐに使える各種ツール（市民先生への出前授業依頼シート、 

プログラム運営チェックシート、振り返りシート等）  

 

 

遊んで学べるすごろくやペーパークラフト類をスミセイアフタースクールプロジェクト専用サイト 

（http://sumiseiafterschool.jp）で提供します。 また、あわせて「日本全国のあそび」「世界中のあそ

び」コーナーを設け、各地域で行われている遊びを紹介し、子どもたちの遊びの世界を広げることをサポ

ートします。応募いただいた遊びなどについても続々紹介していきます。 

 

 

（本事業の全国展開について） 

 

「スミセイアフタースクールプロジェクト」

は、学童保育等運営支援事業を全国で展開す

るという新たな取組みとなります。実施にあ

たっては、現在東京都を中心に学童保育等運

営事業を行っている特定非営利活動法人放課

後ＮＰＯアフタースクールが全国に出向しプ

ログラム等を行います。公募の告知に際して

は、当社ホームページの他、当社の全国約３

万人の営業職員が地域との結びつきのなかで、

学童保育等に本プロジェクトを案内すること

で全国的に推進していきます。 

なお、プログラム内容は「いのち」「健康」

「未来」をテーマに、当社と同ＮＰＯが共同

して企画します。 

 

 ｂ．学童保育等運営マニュアルの配布 

   

 ｃ．遊んで学べる教材等の提供 

   

（全国展開イメージ） 

（具体的な運営イメージ） 

http://sumiseiafterschool.jp/


  

 

２．背景・目的 

 

全国に約３万か所の学童保育

等※３がありますが、小学校低学

年の潜在的な待機児童は４０万

人以上であると言われています。 

保育園の待機児童は大きな社

会問題になっていますが、保育園

卒園後の小学生の学童保育等も

また不足しており、子どもが小学

生になると仕事を諦める保護者

の問題は「小１の壁」と呼ばれる

新たな課題となっています。 

それに加えて、運営主体・開設

場所の違いや経験年数１年～３

年の指導員が大半を占める等の

要因により運営内容の格差が社

会問題になっているとされてい

ます※４。 

 

当社は、小学校の放課後を取り 

巻く課題として、安心して過ごせ 

る居場所が不足しているという問題だけでなく、そこでの過ごし方、「質」の部分も同時に解決すべ

き課題であると考えています。学童保育等の運営内容の格差問題に着目し、全ての小学生の放課後を

豊かで楽しいものとし、保護者が安心して子どもを預けて働くことが出来るよう、本プロジェクトを

通じ学童保育等の運営内容の質の向上に資する活動支援に取り組むこととしました。この「放課後の

質」の面を支える全国的なプロジェクトは今までにないものです。 

楽しいプログラムや、遊んで学べるツール等を提供することにより、子どもが本来もっている自ら

成長する力「子育ち」を応援すること、また子育ての当事者だけでなく地域や市民などの力を借りて

社会全体で「子育て」に取り組む環境整備を図ることを大切に考えています。 

子育ち・子育て支援事業は、お客さまの人生や大切な人を守る生命保険会社を営む当社にとって非

常に親和性の高い社会貢献分野であり、これまでも取り組んできましたが今回さらに「子育て」「子

育ち」をキーワードに支援を拡大します。 

 

以 上 

学童保育の運営主体※４ 

学童保育の開設場所※４ 

※３ 学童保育２万１６３５か所（平成２５年５月全国学童保育連絡協議会調査） 

放課後子ども教室１万３７６か所（平成２５年８月文部科学省発表資料）  

※４ 平成２５年５月全国学童保育連絡協議会調査        

開設場所 か所数 割合 2007年比 備考

学校施設内 11,434  52.8％  ＋5.3％ 余裕教室活用（5,585）

学校敷地内の独立専用施設（4,863）

校舎内の学童保育専用室（474）

その他の学校施設を利用（512）

児童館内 2,718 12.6％  －3.2％ 児童館・児童センター内の専用室

学童保育専用施設 1,730  8.0％  ＋0.6％ 学校外にある独立専用施設

その他の公的施設 1,875  8.7％  －2.1％ 公民館内（500）公立保育園内（125）

幼稚園内（169） その他の公的な施設

内（1,081)

法人等の施設 1,409  6.5％  －0.2％ 私立保育園や社会福祉法人の施設内

民家・アパート 1,381  6.4％  －0.9％ 父母会等が借りたアパート・借家など

その他 1,088  5.0％  ＋0.6％ 自治会集会所・寺社など

合計 21,635 100.0%

運営主体 か所数 割合 2007年比 備考

公立公営 8,400 38.8％  －5.4％ 市町村が直営している

社会福祉協議会 2,183  10.1％  －1.2％ 半数は行政からの委託（1,146か所）

地域運営委員会 4,029  18.6％ ＋1.9％ 多くが行政からの委託（2,575か所)

父母会・保護者会 1,388  6.4％  －2.6％ 行政からの委託が多い（843か所）

法人等 5,307  24.5％  ＋8.1％ 私立保育園（1,101か所） 、私立幼稚園（ 30

8か所） 、保育園を除く社会福祉法人（107

1か所） 、保護者等がつくるＮ Ｐ Ｏ法人（1,44

1か所） 、民間企業（409か所） 、その他（97

7か所）

その他 328  1.6％ -0.8%

合計 21,635 100%


